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経 済 日 誌
( 9 月 中)

1 日 ○財務省, 7 月の一般会計税収 (租税及び印紙収入)
を発表
前年同月比15.0％減の 3兆4,827億円
○米労働省, 8 月の雇用統計 (季調済) を発表
失業率 (軍人を除く) は前月比0.1ポイン低下の4.7
％｡ 非農業部門の雇用者数は同12万 8 千人増

4 日 ○財務省, 4 ― 6 月期の法人企業統計を発表
全産業の設備投資額 (ソフトウエア投資額を含む)
は前年同期比16.6％増の12兆2,268億円｡ 二期連続
二ケタの伸び｡ 製造業は同14.1％増の 4兆531億円｡
非製造業は同17.9％増の 8 兆1,737億円｡ 経常利益
は同10.1％増の14兆4,937億円｡
同時発表の2005年度の全産業の設備投資額は前年
度比3.8％減の38兆5,501億円｡ 製造業は同10.5％増｡
非製造業は同10.6％減｡ 経常利益は前年度比15.6％
増の51兆6,926億円

6 日 ○米労働省, 4 ― 6 月期の非農業部門の労働生産性
(92年＝100, 季調済, 改定値) を発表
137.7｡ 前期比1.6％上昇｡ 速報値を0.5％上方修正

7 日 ○財務省, 8 月末の外貨準備高を発表
前月末比68億 1 千万ドル増の8,787億48百万ドル｡
6 カ月連続過去最高を更新

11日 ○内閣府, 4 ― 6 月期の国内総生産 (改定値, 季調済)
を発表
実質で前期比0.2％増 (年率1.0％増)｡
速報値と同じ (年率0.2ポイント上方修正)｡ 名目で
は同0.3％増 (年率1.3％増)｡
年率のみ0.2ポイント上方修正｡
実質, 名目ともに 6期連続プラス成長

12日 ○米商務省, 7 月の貿易統計を発表
貿易赤字 (サービスを含む国際収支ベース, 季調済)
は前月比5.0％増の680億44百万ドル｡ 輸出は同1.1
％減の1,199億66百万ドル｡ 輸入は同1.0％増の1,880
億 1 千万ドル｡
対日赤字 (サービスを除く通関ベース, 季調前) は
前年同月比14.6％増の75億74百万ドル

13日 ○財務省, 7 月の国際収支状況 (速報) を発表
経常収支黒字は前年同月比7.1％増の 1兆8,096億円｡
2 カ月ぶり増｡ 所得収支は同23.5％増の 1 兆2,240
億円の黒字｡ 24カ月連続増｡ 貿易収支黒字は8.5％
減の9,509億円｡ 2 カ月連続減｡ 輸出は同13.6％増
の 6兆153億円｡ 輸入は同19.0％増の 5兆644億円
○財務省, 8 月の対内・対外証券投資 (指定報告機関
ベース) を発表
対内株式は7,217億円の買い越し｡ 2 カ月連続の買
い越し｡ 対内中長期債券は5,019億円の買い越し｡
対内短期証券は3,960億円の買い越し｡ 対外株式は
2,280億円の買い越し｡ 対外中長期債券は 2 兆2,908

億円の買い越し｡ 対外短期証券は739億円の売り越
し｡ 全体では8,253億円の資金流出超

14日 ○米商務省, 8 月の小売売上高 (季調済) を発表
前月比0.2％増の3,682億33百万ドル｡
2 カ月連続プラス

15日 ○米労働省, 8 月の消費者物価指数 (82―84年の平均
値＝100, 季調済) を発表
203.9｡ 前月比0.2％上昇｡ コア指数は 2カ月連続0.2
％上昇
○米連邦準備理事会, 8 月の鉱工業生産指数 (02年＝
100, 季調済) を発表
113.7｡ 前月比0.1％低下｡ 7 カ月ぶりにマイナス｡
前年同月比は4.7％上昇

18日 ○米商務省, 4 ― 6 月期の経常収支 (季調済) を発表
赤字額は前期比2.4％増の2,184億 1 千万ドル｡
2006年上半期 ( 1 ― 6 月期) の累計赤字は4,316億 8
百万ドル｡ 半期ベースの過去最大を更新

19日 ○米労働省, 8 月の卸売物価指数 (82＝100, 季調済)
を発表
162.1｡ 前月比0.1％上昇｡ コア指数は同0.4％下落
○米商務省, 8 月の住宅着工件数 (季調済, 年率) を
発表
166万 5 千戸｡ 前月比6.0％減｡ 3 カ月連続減｡ 前年
同月比19.8％減

21日 ○財務省, 8 月の貿易統計 (通関ベース, 速報) を発
表
貿易黒字は前年同月比95.5％増の2,005億円｡ 3 カ
月ぶり増｡ 輸出額は同17.7％増の 6 兆1,422億円｡
輸入額は同16.1％増の 5 兆9,417億円｡ 過去最高額
を更新

22日 ○内閣府, 財務省, 7 ― 9 月期の法人企業景気予測調
査 ( 8 月25日時点) を発表
景況判断指数 (資本金10億円以上の大企業) は前
期比8.7ポイント上昇の10.5｡ 3 ・四半期ぶりの指
数改善｡ 製造業は11.3ポイント上昇｡ 非製造業は7.2
ポイント上昇

28日 ○米商務省, 4 ― 6 月期の実質国内総生産 (確定値,
季調済, 年率) を発表
前期比2.6％増｡ 8 月末発表の改定値を0.3ポイント
下方修正｡ 住宅投資が11.1％減と11年ぶりに落ち込
んだことが要因

東証株価指数 (TOPIX) 第 1 部
月間最高値 1,651円 35銭 ( 5 日)
〃 最安値 1,549円 41銭 (26日)

※東京外為市場 (円相場, 銀行間直物, 対 1 ドル)
月間最高値115円66銭―115円68銭 ( 5 日)
〃 最安値118円03銭―118円06銭 (29日)
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